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本
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濫
館
空
糖
皐
士
松
岡
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見

高
民
経
済
皐
と
園
民
経
済
事
:
・
・
・
・
:
:
:
・
骨
粗

Z
Z
白
杉
庄
一
郎

ザ匝

九

設

苑

モ
ー
ル
ト
ン
の
蓮
轍
統
制
論
・
:
:
・
:
閥
幹
斗
吉
川
貫
二

所
得
税
に
閥
ナ
る
若
干
の
問
題
・
:
経
済
墜
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柏
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雄
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日
本
に
於
げ
る
金
銭
替
本
位
制
の
濫
鯵

(
下
)

松

孝

児

岡

回
、
政
府
民
日
本
銀
行
聞
の
頂
け
合
勘
定

こ
こ
に
謂
は
ゆ
る
預
け
合
勘
定
に
は
英
貨
預
け
ん
口
勘
定
と
金
塊
預
け
ん
口
勘
定
と
の
二
つ
の
形
式
が
め
る
。
尤
る

二
っ
と
も
金
免
税
水
位
制
の
運
用
と
闘
係
あ
る
の
で
は
な
い
が
、
主
(
の
第
一
は
日
本
が
イ
ギ
ソ
λ

(

大
部
分
ヘ
り
場
令
。

一
部
分
の
場
介

4
2
T
J
Y忠
一
他
で
)
に
於
い
工
所
有
す
る
英
貨
傍
伊
そ
の
ま
ま
日
本
銀
行
に
漬
け
ス
れ

日

土

中

mm
れ
は
之

を
保
管
し
、
之
を
ぱ
殺
行
準
備
と
し
て
日
本
内
地
に
於
い
て
日
本
銀
行
党
換
券
ぞ
殺
行
し
、
之
を
以
っ
て
政
府
に

劃
す
る
貸
什
を
行
ふ
ベ
〈
計
査
さ
れ
仁
-
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
二
十
八
年
こ
の
問
題
に
闘
す
る
案
が
閑
議
に

提
出
さ
れ
た
場
合
の
詩
書
で
あ
る
。
こ
の
場
介
イ
ギ
リ
ス
に
於
い
て
之
を
保
管
す
る
日
本
銀
行
は
一
言
ふ
ま
で
も
な

く
そ
の
代
理
庖
た
る
検
出
正
品
川
銀
行
ロ
ン
ド
ン
支
庇
で
あ
る
。
却
ち
政
府
が
明
治
二
十
八
年
十
一
月
「
臨
時
軍
事

費
及
陸
海
軍
横
張
費
合
計
整
理
の
件
」
に
於
い
て
「
支
那
よ
ち
排
入
れ
た
る
賠
償
金
の
兆
貨
は
陸
海
軍
横
張
費
中
外

闘
購
入
品
代
債
支
抑
の
た
め
及
畿
道
其
他
材
料
等
外
岡
品
購
入
に
供
す
る
七
め
な
る
べ
く
外
闘
に
於
て
保
存
し
」

「
右
英
貨
を
日
本
銀
行
へ
預
け
入
る
る
の
手
踊
を
な
し
、

之
に
劃
し
て
先
換
券
を
義
行
せ
し
め
、

岡
庫
に
借
入
れ

内
地
諸
般
の
支
捕
に
嘗
て
る
こ
と
、
但
し
そ
の
預
け
入
利
子
は
凡
そ
年
二
分
、
借
入
利
子
は
凡
そ
年
三
分
の
こ
ー
と
」

日
本
に
於
げ
る
金
得
替
本
位
制
の
澄
態

第
四
十
一
巻

七
O
九

第
五
放

明治財政鬼第二袋、 p.569-57' 16) 



日
本
に
於
げ
る
金
勾
替
本
位
制
の
濫
術
開

第
四
十
一
巻

-(; 

O 

第
五
放

一一一一

と
規
定
し
た
こ
と
は
正
に
こ
の
政
府
及
日
本
銀
行
聞
の
預
け
合
勘
定
設
定
の
事
情
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
〔
註
U

〔
註
〕
此
の
預
げ
合
勘
定
の
た
め
演
げ
入
れ
た
英
貨
が
日
本
銀
行
代
理
底
に
於
い
て
如
何
に
保
護
さ
れ
た
か
と
い
ふ
勤
に
つ
い
て
は
衣
の
ご
主
主

詰
裁
が
あ
る
。
即
ち
英
貨
を
寄
託
滅
金
事
務
取
扱
順
序
第
九
傑
に
よ
っ
て
預
げ
入
れ
る
と
き
ほ
(
寄
託
の
意
味
で
は
な
い
)
寄
託
金
の
中
よ
り
受
領

し
た
突
貨
、
通
貨
、
準
備
償
格
、
利
子
等
の
割
合
を
話
し
た
領
収
書
を
金
庫
山
納
役
に
差
出
し
、
そ
の
受
取
り
た
る
英
貨
は
突
耐
開
銀
行
に
苛
託
す

べ
き
こ
と
を
命
令
し
、
同
時
仁
こ
の
出
回
世
在
ロ
ン
l
ン
管
理
官
に
通
達
す
る
と
き
は
同
管
理
官
は
こ
の
遁
遠
に
よ
り
免
換
準
備
に
め
で
る
突
貨
は

こ
れ
を
日
本
銀
仔
よ
り
英
闘
銀
行
~
普
通
消
げ
入
の
方
法
に
よ
h
保
管
さ
れ
る
も
の
「
あ
る
。
尤
も
ご
の
詳
述
一
泊
げ
入
方
法
の
外
に
特
別
保
護
税

げ
入
の
ご
と
き
特
別
保
管
訟
が
ゐ
る
が
、
此
の
方
法
は
蛇
閣
銀
行
常
局
者
の
一
一
月
に
上
パ
ぱ
明
貨
を
金
価
に
納
め
閉
鎖
荘
:
ぽ
対
叩
の
式
主
流
げ
入

れ
る
も
の
で
あ
う
て
、
そ
の
植
中
の
金
員
は
英
蘭
銀
仔
の
関
知
サ
ゴ
る
と
こ
ろ
で
あ
h
、
同
行
は
単
に

εmu金
値
と
封
印
止
の
安
全
を
保
護
す
る

に
止
る
か
ら
、
破
産
等
の
場
令
金
除
く
外
は
特
別
保
護
泊
げ
入
色
越
川
通
説
げ
入
も
そ
の
確
質
性
は
何
等
異
る
こ
と
な
し
と
云
っ
て
ゐ
る
。
し
か
も

亦
こ
の
預
げ
入
を
な
す
金
艦
は
預
げ
入
人
の
支
排
に
麗
し
、
出
納
は
勿
論
其
他
繁
雑
な
手
績
を
要
す
る
と
い
ふ
勤
か

ι結
局
日
本
銀
行
の
と
れ
る

保
管
形
式
は
普
遁
預
げ
入
金
と
せ
る
も
の
の
ご
冒
と
く
で
あ
る
。

然
る
に
共
の
第
二
は
政
府
が
倫
就
購
入
の
金
地
金
を
日
本
内
地
に
脅
し
こ
れ
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
預
け
A
円
形
式

で
あ
る
。
こ
の
形
式
の
成
立
は
日
本
銀
行
に
奥
へ
た
預
け
合
に
闘
す
る
命
令
書
に
於
げ
る
封
象
が
「
英
貨
又
は
金

、塊を
以
て
」
と
規
定
さ
れ
て
居
る
鮪
よ
り
営
然
で
あ
か
。

こ
の
形
式
が
行
は
れ
に
の
は
惟
ふ
に
存
外
正
貨
を
日
本

に
将
来
し
、
之
に
よ
っ
て
直
ち
に
先
換
券
を
義
行
ぜ
ん
と
せ
る
こ
と
に
基
く
も
の
で
あ
ら
う
か
。
帥
ち
政
府
が
金

貸
本
位
制
の
文
字
に
捕
は
れ
金
貨
に
改
鋳
せ
ば
こ
の
改
鋳
期
開
通
貨
賛
行
に
不
便
を
生
守
る
と
見
た
た
め
で
は
な

か
ら
う
か
。
尤
も
こ
の
形
式
が
金
魚
替
本
位
制
の
原
則
を
離
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
断
る
ま
で
も
な
い
。

此
の
勘
定
に
於
い
て
政
府
が
英
貨
又
は
金
貨
を
以
っ
て
日
本
銀
行
に
預
け
入
れ
得
る
金
額
は
凡
そ
八
千
高
園
を

限
り
と
し
、
必
要
に
臆
じ
逐
次
預
け
入
れ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
九
年
五
月
二
十
日
の
始
め

上端書第二巻、 p.574 
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て
の
預
け
ん
円
余
高
は
五
千
高
岡
で
め
る
。
蓋
し
明
治
二
十
九
年
三
月
法
律
第
十
競
を
以
っ
て
同
年
三
月
限
ち
臨
時

軍
事
費
特
別
合
計
が
打
切
ら
れ
、
同
二
十
八
年
度
追
加
換
算
を
以
っ
て
償
金
特
別
台
計
よ
り
七
千
八
百
九
十
五
市
内

飴
困
を
臨
時
軍
事
費
歳
入
に
繰
り
入
る
べ
き
こ
と
が
八
公
布
さ
れ
た
が
、
営
時
償
金
特
別
合
計
の
日
本
に
於
け
る
現

金
は
僅
か
に
九
百
二
寓
闘
能
に
過
き
な
い
。
之
を
臨
時
軍
事
費
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
と
し
て
も
向
六
千
九
百
三
高

闘
能
の
不
足
を
生
じ
、
し
か
も
か
く
の
ご
左
き
七
千
寓
固
に
達
せ
ん
と
す
る
が
ご
と
き

E
額
資
金
は
到
底
営
該
命
日

許
年
度
中
に
イ
ギ

y
ス
よ
り
之
を
国
語
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
途
に
預
け
合

を
な
し
、
之
に
よ
っ
て
借
入
れ
た
党
換
家
五
千
寓
闘
を
臨
時
軍
事
費
特
別
合
計
に
繰
り
入
れ
た
の
で
あ
る
。
之
を

日
本
銀
行
殆
倹
赤
託
行
高
に
つ
い
て
一
不
す
と
左
表
の
ご
と
く
制
限
外
扱
行
は
明
治
一
一
十
八
年
六
月
よ
り
同

4

一
十
九

年
五
月
ま
で
船
粧
し
も
明
給
二
十
九
年
六
月
ド
は
そ
が
在
外

E
貨
に
て
立
替
へ
ら
れ
、
正
貨
準
備
は
念
激
に
増
加

し
、
之
を
二
十
九
年
三
月
及
十
二
月
に
つ
い
て
見
る
と
き
は
七
千
七
百
寓
園
の
増
加
を
示
し
て
ゐ
る
。

明
治
二
十
八
年
よ
り
三
十
一
年
に
一
旦
る
制
限
外
賛
行
高
(
単
位
固
)

第
二
表

前
叉
こ
の
預
け
A
口
勘
定
の
利
子
は
最
初

明
治
二
十
八
年
よ
り
二
十
九
年
に
至
る
制
限
外
資
行
高
月
末
呪
在

は
政
府
よ
り
の
預
け
入
に
卦
し
て
年
一
分

借
入
金
に
劃
し
て
は
年
二
分
の
割
合
で
あ

十
Ji、
年

九八七六五

一
、
九
室
、
目
=
一
一
一
十
月

一
-
一
ベ
=
、
回
突
十
一
月

三
、
口
き
、
六
一
三
十
二
月

エ
口
三
室
、
ニ
河
口
-
二
十
九
年
一

一己、セ
λ

晶
、
同
口
五
一
一

月

区割 "'- ヨ玉 三三 ー白
区ヨ こコ ""- 三三 二二、、、、、
皇室叉宅三
回占 五一ニ、、、、
ニ二 許可一一 三三 ヌ、
三丘 三三 区当 Cコ '"一
八五二恒〔口

月

る
か
ら
差
引
一
分
は
園
庫
の
負
櫓
に
障
す

月月

月

る
こ
と
に
な
る
。
従
つ
て
な
る
べ
く
速
か

月

月

じ
之
を
解
除
す
る
こ
左
は
闘
庫
の
利
益
と

日
本
に
於
げ
る
金
魚
替
本
位
制
の
濫
鱗

第
五
時
制

一一

第
四
十
一
巻

七

東洋経済新報社:金融六十年典、 pp.215ーヨ【619) 



日
木
に
於
げ
る
金
傍
替
木
位
制
の
濫
鯵

四

月

一

一

実

、

回

兄

、

口

』

月

一

月

一

一

言

、

芸

、

主

十

明
治
三
十
年
よ

b
三
十
一
年
に
至
る
制
限
外
賛
行
月
高
末
現
在

一
昨
年
七
刻
ヨ

U
町
配
つ
引
七

一

七

月

一

一

口

、

=

一

三

二

主

一

三

一

1

3

一

-
1
5
1

田

一

九

月

三

、

老

一

、

D
Z

-

十

月

三

、

一

完

、

さ

孟

十

一

月

三

二

塁

、

言

八

一

十

二

月

阜

、

一

三

そ

芸

品

五

月月

P到

月月)~

夫
、
九
八
七
、
六
九
回

E

口、さ一河、五一五品

一

亘完九、
z芝4

川

λ内
山

U只、よ一右』4中
ιA山品↑
 

=凡、
Jd穴(丸[口〕晴さ〕一圃

z=-、四四六、一四八一

一丸、
λ
占山一
J
盲
人

一
回
、
円
八
一
、
一
六
E

一
、
二
一
、
己
完

六五

第
三
表

明
治
二
十
八
年
以
降
三
十
年
六
月
に
至
る
免
換
券
増
加
(
問
中
位
固
)

二
十
入
年
三六

月月

九十
二
月

二
十
九
年
=
一六

月月月

九

月

正

貨

準

備

七一戸、=一一ハ昔、八人ん

六回、八八五、一一四九

六
人
、
二
五
口
、
一
一
九

六口、=一七口、七九七

歪、一=一酉守口口一口

口
皆
、
一
八
一
、
口
先

一
口
、
手
実
、
[
〕
五
回

七

月

i¥ 

月

九

月

保

誼

準

備

さ一、
A
h
問、七円六

七八、一占血四八、五一国

凡五、六回い七唱、-《ハ穴回

一九、九空一円ハ-六ハ、口一八

己一、
六回、王一呈、八口{口〕

六-守穴一ハハ、一一ニ九、
E

己主

免
換
券
賛
行
高

一Z
玉、=一=一回、六五岨

一回一
E

、D
A
-
-
、-一六=一

一
吾
一
、
八
九
昔
、
夫
E

一人口、=一=一円、八一五

一
五
七
、
一
回
一
、
人
一
九

一
昔
一
、
六
九
回
、
ん
』
完

一七六、古[)玉、
Z
Z
九

第
凶
十
一
巻

第
五
就

七

四

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
に
於
い
て
明

治
二
十
九
年
末
以
後
倫
敦
購
入
の
金
地
金

が
次
第
に
到
着
す
る
に
及
ん
で
こ
れ
ま
で

の
第
一
形
式
の
在
外
正
貨
を
以
っ
て
す
る

イ関
it 
〆合
勘

+t 
i、

損害

河2
JtE 
0) 

地
金
ぞ
以
っ
て
す
る
預
け
A
n
勘
定
を
な
す

に
至
h

ノ、
し
か
も
之
を
無
利
子
と
し
だ
。

従
来
預
け
令
勘
定
に
於
い
て
利
子
炉
-
附
し

政
府
の
預
け
入
と
日
本
銀
行
よ
り
の
借
入

と
の
聞
に
一
分
の
差
を
設
け
之
を
日
本
銀

行
に
典
へ
た
所
以
は
、

之
を
以
っ
て
A
m
換

券
の
製
造
費
並
に
臨
慣
行
手
数
料
に
嘗
て
た

も
の
で
あ
る
が
、
賞
際
こ
の
金
額
は
明
治

二
十
九
年
五
月
以
降
に
文
排
へ
る
金
額
が

か
く
の
ご
と
き
費
用
を
償
っ
て
尚
ほ
齢
り

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
、

上摘書 pp・398-39920) 
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途
に
三
十
年
一
月
一
日
よ
り
預
け
合
相
互

一喜一、富一口、一喜一一

一己晶、四八人、(〕一
Z
I

--九、己君、[〕穴一旦

一
九
八
三
三
、
入
金
パ
一

一八一、一三

Jx-一

一宝
J
一
三
、
奈
品

六五、五八一午、さ四一

七一、空間、ニ』五一

世品、八六品、一一合一品一

色聞
のイ可
でれ

あ色
る:?1J之
。 をナ

無
利
子
と
す
る

主
4つ
fこ

要
す
る
に
こ
の
第
一
形
式
の
預
け
会
勘
定
の
本
来
的
形
式
は
償
金
の
日
本
取
寄
が
短
期
間
に
於
い
て
困
難
で
あ

る
と
考
へ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
起
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
比
鮪
は
営
時
最
色
強
制
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
志
の
の
ご
左
〈
、

議
舎
に
於
い
て
も
政
府
委
員
は
次
の
如
く
説
明
し
て
ゐ
た
の
で
め
る
。

ま
づ
松
尾
政
府
委
員
は
次
の
こ
と
く
調
ふ
。

「
銀
賞

r取
寄
せ
る
ζ
と
む
ゐ
b
、
府
川
替
で
取
寄
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
、
種
々
に
や
ら
な
げ
れ
ば
傍
替
の
プ
ガ
の
ア
伊
一
以
う
て
取
寄
せ
石
こ
と
に

は
参

h
ま
せ
向
。
日
本
h
ら
の
崎
山
脊
と
い
ム
b
の
は
紡
口
周
年
ゃ
一
千
両
国
よ
り
は
伶
都
?
取
h
T，
せ
る
こ
と
注
出
来
ま
ぜ
ぬ
」
。

町一
l
間
見
政
府
委
員
の
説
明
は
左

ω
ご
と
く
で
あ
る
。

「
之
は
大
分
入
込
ん
で
居
h
ま
す
。
此
八
千
高
岡
と
い
ふ
金
貨
を
ば
コ
チ
ヲ
ヘ
取
寄
せ
る
と
い
ふ
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
。
之
十
若
し
叉
銀
に
し
て

取
寄
せ
る
と
し
て
品
、
銀
貨
同
月
熱
田
で
倫
敦
で
買
ヘ
ぱ
銀
慣
が
高
く
な
品
。

A
1
金
で
持
っ
て
参

h
ま
す
れ
ば
金
の
バ
ウ
ン
ド
の
殺
を
津
山
に
出
き
な

げ
れ
ば
な
ら
ぬ
と
闘
家
が
そ
れ
だ
げ
損
金
す
る
。
そ
れ
で
銀
全
取
寄
せ
る
に
し
て
も
徐
々
と
し
で
傍
替
相
場
に
響
か
ぬ
や
う
に
し
な
げ
れ
ば
な
ち

ま
せ
向
。
ぞ
う
す
る
に
は
倫
敦
で
も
大
抵
銀
行
で
十
寓
跨
の
銀
を
賀
ひ
ま
す
と
直
「
銀
が
騰
り
ま
す
。
桑
港
で
は
五
高
弗
で
こ
だ
へ
る
)
紐
育
マ

は
十
島
弗
官
」
こ
た
へ
る
と
い
ム
景
況
で
ご
‘
さ
い
ま
す
か
ら
、
金
を
持
っ
て
ゐ
て
銀
伶
替
合
さ
る
と
い
ふ
こ
と
色
区
一
織
の
も
の
を
や
石
井
」
倫
故
に
持

っ
て
ゐ
ま
す
金
と
い
ふ
も
の
を
津
山
使
は
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
し
て
、
其
方
が
利
子
を
扮
ム
よ

b
は
損
に
な
っ
て
来
る
。
そ
れ
で
そ
う
レ
ふ
こ

と
を
し
ま
す
な
ら
ば
、
今
日
巨
額
の
も
の
が
一
時
に
コ
チ
ラ
へ
這
入

b
ま
す
か
ら
し
て
日
本
銀
行
へ
預
げ
舎
を
し
て
日
本
銀
行
へ
一
分
の
差
を
や

っ
て
日
本
銀
行
と
政
府
と
利
子
を
互
に
柚
司
令
先
づ
日
本
銀
行
預
げ
金
に
謝
し
て
は
二
分
の
利
を
排
は
せ
て
頒
っ
て
ゐ
昌
政
府
の
情
て
ゐ
呂
免
換

券
に
は
矢
張

h
政
府
よ

h
利
子
を
挽
ふ
こ
と
に
し
そ
う
し
て
大
抵
此
方
へ
金
の
這
入
ま
し
た
の
を
日
本
銀
行
の
倉
庫
に
入
れ
ま
し
て
そ
う
し
て
日

本
銀
行
は
そ
れ
舎
免
換
券
の
基
礎

E
す
る
を
許
す
や
う
に
償
金
特
別
舎
計
法
に
な
っ
て
庭

b
ま
す
。
向
ふ
か
ら
し
て
八
千
世
両
国
と
い
ふ
高
を
ば
一

日
本
に
於
げ
昌
金
傍
替
本
位
制
の
濫
錫

ヒ

第
四
十
一
巻

第
五
時
制

五

t掲書 p.572-，573 
鼎軒同日卯育会集第七-!&1'. 3'3 
前掲書 p・3[3

21) 
22) 
23) 



日
本
に
於
げ
る
金
鴛
替
本
位
制
の
濫
筋

第
四
十
一
巻

七

四

第
五
務

一
一
六

年
度
中
に
取
寄
せ
る
と
銀
が
高
〈
な
る
と
い
ふ
所
よ

h
レ
て
途
仁
政
府
が
利
子
を
抗
ム
よ
り
損
を
せ
ね
ば
な
ら
泊
と
い
ふ
こ
と
を
慮
り
土
し
て
苦

し
い
計
査
を
し
た
の
で
あ
る
。
丁
度
二
分
日
本
銀
行
が
扮
ひ
ま
し
て
、
訪

h
一
分
手
歎
料
を
や
る
。
詰
弘
り
免
換
券
は
悉
〈
金
を
土
議
に
し
て
賛
行

す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
か
ら
、
-
勿
論
半
々
位
は
宜
し
い
で
ご

g
い
ま
せ
う
が
、
色
々
計
童
の
末
そ
う
い
ふ
込
み
入
っ
た
議
案
が
出
た
の
で
出
来
る
こ

と
な
ら
ば
知
替
相
場
を
容
易
に
狂
は
せ
?
に
償
金
を
用
立
1
、
日
木
経
済
全
狂
は
せ
宇
に
済
む
で
あ
ら
う
と
云
ふ
こ
と
で
出
ま
し
た
。
そ
れ
は
法

律
案

ωカ
で
委
し
〈
御
話
を
致
し
土
せ
う
。
」

併
し
な
，
か
ら
か

t
の
ご
と
く
、
倫
設
に
あ
る
償
金
を
以
っ
て
直
ち
に
正
貨
準
備
の
一
部
と
宥
倣
す
こ
と
に
つ
い

T
は
勿
論
m
品
(
論
な
さ
柏
は
ゴ
る
L
L
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

:
E
L
f
t
f
)
ミ

-

7

h

I

I
〉
'
足
、
l

l

l

)

1

別
当
灼
止
法
話
会
中

ι当
時
J
9
y
h
L
C

ヲ
コ
ペ
を
紘

A
q
J
5
t
t
z
u
-
羽

由
は
次
の
三
つ
に
蹄
す
る
。
そ
の
第
一
は
外
岡
に
め
る
貨
幣
が
我
闘
に
到
着
す
る
に
は
撒
ヶ
月
の
日
子
を
要
す
る

か
ら
、
上
越
せ
る
ご
と
き
後
行
形
式
は
一
の
保
誼
準
備
に
よ
る
義
行
形
式
で
あ
っ
て
正
貨
準
備
に
よ
る
竣
行
形
式

で
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
め
り
、
其
の
第
二
は
中
央
銀
行
に
於
い
て
先
換
に
宛
て
ら
る
べ
き
正
貨
準
備
は
日
本
に

あ
る
正
貨
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
貨
準
備
の
所
在
に
闘
し
て
は
何
等
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
っ
て
之

を
緯
護
す
る
こ
と
は
党
換
準
備
の
意
味
を
正
営
に
理
解
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
せ
る
姑
で
あ
り
、
真
に
共
の
第
三

は
在
外
正
貨
を
以
っ
て
保
誼
準
備
と
し
之
に
よ
る
制
限
外
議
行
を
行
ひ
以
一
っ
て
在
外
正
貨
佐
順
次
取
寄
せ
る
こ
と

は
我
閤
党
換
銀
行
家
僚
例
に
何
等
反
す
る
も
の
で
な
い
の
に
拘
AP
守
、
在
外
正
貨
を
以
っ
て
直
ち
に
先
換
準
備
と

す
る
が
ご
と
き
は
、
自
ら
党
換
銀
行
券
慌
例
を
破
壊
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
に
あ
る
。
か
く
の
ご
と
き
見
方
は

勿
論
囲
内
通
貨
と
い
ふ
立
場
か
ら
見
れ
ば
政
府
の
党
換
慮
置
に
結
劃
的
な
確
貫
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か

も
知
れ
な
い
が
、
併
し
岡
際
信
用
通
貨
と
い
ふ
立
場
か
ら
見
れ
は
一
の
進
歩
的
方
法
に
よ
っ
た
も
の
と
い
ふ
こ
と



が
で
き
ゃ
う
。

或
は
ま
た
こ
の
在
外
正
貨
準
備
の
方
法
に
よ
っ
て
無
利
子
預
け
金
を
す
る
よ
り
も
之
を
日
本
に
将
来
し
て
利
殖

す
る
の
勝
れ
る
こ
と
を
説
〈
見
方
も
あ
っ
た
。
併
し
在
外
正
貨
の
す
ペ
て
が
必
十
し
も
無
利
子
預
金
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
っ
て
、

一
定
の
利
殖
の
動
象
と
な
つ
に
も
の
も
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
批
判
は
必
や
し
も
償
れ
り
T

と
す
る

を
得
な
い
。

併
し
常
時
金
魚
替
本
位
制
は
決
し
て
積
極
的
に
運
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
〈
「
常
時
の
股
勢
上
己
む
を
得
玄
る

-E
の
」
と
見
倣
さ
れ
て
ゐ
に
。
従
っ
て
「
久
し
〈
之
を
有
す
る
は
決
し
て
艇
持
上
良
策
に
非
A
V
」
と
し
た
o

蓋
し

上
逃
せ
る
如
〈
こ
の

'F外
正
貨
準
備
制
開
行
は
制
限
外
殺
行
に
代
れ
る
も
の

T
Jの
る
が
、

制
限
外
扱
行
は
金
融
界
の

異
常
却
ち
費
金
需
要
が
如
何
に
一
全
慌
の
程
度
を
超
過
し
て
ゐ
る
か
を
推
測
せ
し
め
一
る
も
の
で
あ
る
の
に
今
制
限
外

夜
行
に
劃
し
金
魚
替
準
備
を
以
つ
で
す
れ
ば
資
金
需
要
程
度
の
判
定
困
難
と
な
る
と
考
へ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
日
本
銀
行
も
明
治
三
十
年
三
四
月
頃
よ
り
徐
b
に
政
府
預
金
を
返
還
し
保
詮
準
備
殺
行
の
党
換
券
と
振
替

へ
る
に
至
h
J
、
明
治
三
十
年
五
月
十
日
ま
で
に
英
貨
預
け
合
は
半
分
は
金
地
金
預
け
介
と
し
、
銀
塊
並
に
矯
替
取

組
代
金
と
し
て
返
還
し
、
こ
こ
に
英
貨
預
け
合
勘
定
は
一
段
落
を
告
げ
る
に
至
っ
た
の
r

こ
れ
こ
の
営
時
に
於
け
る

日
本
経
済
の
園
際
信
用
的
貫
力
が
如
何
に
低
い
・
も
の
で
あ
っ
た
か
を
反
映
せ
る
も
の
で
あ
る
。

五

日
本
銀
行
へ
の
刺
附
預
け
入
勘
定

日
本
に
於
げ
る
金
風
間
替
本
位
制
の
濫
鱒

第
四
十
一
巻

七

七

五

第
五
一
競

上掲書 p.320 
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B
本
に
於
げ
昌
金
鍔
替
本
位
制
の
濫
篇

第
四
十
一
審

第
五
披

i¥. 

七
一
六

己
に
連
ぺ
た
る
が
ご
と
く
償
金
特
別
命
日
計
に
於
け
る
金
魚
替
準
備
形
式
に
よ
る
日
本
銀
行
の
党
挽
参
義
行
形
式

の
一
は
.
政
府
と
日
本
銀
行
と
の
預
け
合
勘
定
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
た
が
、
併
し
叉
在
外
正
貨
に
よ
る
金
魚
春
本

位
制
の
運
用
は
皐
に
上
述
せ
る
預
け
A
口
勘
定
形
式
に
よ
っ
て
の
み
行
は
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
金
融
市
場
の
資
金

需
要
に
卦
し
資
金
供
給
不
充
分
な
る
場
合
に
際
し
て
は
政
府
は
趨
時
日
本
銀
行
に
在
外
正
貨
の
利
附
預
り
入
を
な

し
、
日
本
銀
行
は
こ
の
在
外
正
貨
を
準
備
と
し
て
銀
行
家
伝
殺
行
し
に
一
。
尤
も
利
附
預
け
入
勘
定
自
開
に
つ
い
て

云
へ
ば
必
や
し
も
こ
の
市
場
資
金
し
し
の
み
結
合
サ
与
も
の
で
は
は
く
、

h
u
し
ろ
抱
一
〈
一

ω胡
九
日
斜
林
資
金
に
闘
併
し

た
・
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
。

此
の
事
情
の
後
生
は
明
治
二
十
九
年
末
に
於
い
て
日
本
銀
行
が
金
融
市
場
の
情
勢

μ
基
き
明
治
三
十
年
一
月
十

日
ま
で
一
千
寓
固
の
資
金
融
通
を
園
庫
に
申
出
で
た
る
こ
と
に
起
因
し
て
ゐ
る
。
併
し
賓
際
問
庫
は
営
時
そ
の
申

出
に
臆
守
る
館
裕
な
く
、
こ
こ
に
於
い
て
明
治
二
十
九
年
十
二
月
二
十
八
日
よ
り
明
治
三
十
年
一
月
十
日
ま
で
政

府
は
日
本
銀
行
に
卦
し
て
年
三
分
の
利
子
を
以
っ
て
謂
は
ゆ
る
定
期
預
け
金
を
試
み
之
に
よ
っ
て
営
面
の
念
ぞ
救

ふ
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
換
一
一
同
寸
れ
ば
政
府
所
有
の
英
貨
を
以
っ
て
日
本
銀
行
定
期
預
け
金
と
し
、
之
を
ぱ
銀

行
券
緩
行
準
備
と
し
、
造
出
資
金
は
之
を
市
場
資
金
と
し
て
貸
付
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
亦
一
の
金
魚
替
本

位
制
の
運
用
形
式
で
あ
る
。
こ
の
預
け
入
英
貨
は
上
越
期
間
明
治
三
十
年
一
月
十
日
を
以
っ
て
整
理
さ
れ
た
が
、

そ
の
前
者
と
異
る
主
姑
は
前
者
の
政
府
貸
付
賛
金
た
る
に
劃
し
て
後
者
の
民
間
貸
付
資
金
た
る
に
存
す
る
ο

更
に
明
治
三
十
一
年
後
恐
慌
起
る
に
及
び
政
府
は
遂
に
此
の
救
持
に
出
動
し
そ
の
資
金
を
ば
在
外
正
貨
の
政
府

明治財政良第三巻 p，.S84以下
明治財政奥第二巻 pp.584-'585参照



利
附
預
け
入
に
よ
っ
て
運
用
し
た
。
是
れ
営
時
会
〈
内
地
金
融
市
場
が
逼
迫
し
、
し
か
も
帝
閏
議
舎
の
解
散
等
に

基
〈
事
情
よ
り
珠
定
の
公
債
を
市
場
に
求
な
る
こ
と
が
で
き
子
、

一
般
財
政
許
査
の
遂
行
上
己
り
を
得
や
し
て
公

債
文
辞
の
費
途
に
封
し
一
時
償
金
繰
替
支
出
の
必
要
生
じ
議
舎
の
協
賛
を
得
た
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
，
か
た
め
明

治
三
十
二
年
十
二
月
ま
で
に
繰
替
支
出
さ
れ
た
金
額
は
寅
に
四
千
二
百
高
固
に
遼
し
に
。
こ
の
金
額
は
後
四
分
利

英
貨
公
債
中
よ
り
遁
貨
及
英
貨
暗
に
て
返
還
さ
れ
、
英
貨
時
二
百
五
十
寓
時
中
二
百
十
高
時
は
日
本
銀
行
己
通
知

預
金
と

3
れ
残
額
は
英
蘭
銀
行
に
寄
託
さ
れ
九
。

此
の
方
法
に
よ
れ
ば
日
本
銀
行
は
政
府
答
託
金
中
よ
り
や
同
該
英
貨
時
金
制
令
受
取
り
、
之
そ
別
捻
勘
定
と
し
て

英
闘
銀
行
に
寄
託
し
以
っ
て
党
挽
府
知
胤
慣
行
準
備
に
宛
て
る
色
の
で
め
る
。

10:1: 
13: 
挽
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り
預
け
A
口
勘
定
と
は
貸
付
を
行
ふ
方
面
の
栢
迭
は
あ
る
に
し
て
も
、

叉
貸
借
闘
係
も
双
方
的
な
る
L
」
一
方
的
な
る

と
の
相
違
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
金
魚
替
本
位
制
運
用
の
保
件
を
充
し
て
ゐ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
何
等
前
者
と

異
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

此
の
利
附
預
け
入
勘
定
形
式
は
右
金
魚
替
本
位
制
形
式
に
よ
る
運
用
の
外
に
或
は
日
本
銀
行
営
通
子
る
魚
替
資

金
又
は
魚
替
基
金
の
調
達
等
に
も
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
要
す
る
に
そ
れ
ら
は
す

べ
て
民
間
資
金
供
給
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
は
直
接
党
換
務
義
行
形
式
と
し
て
現
は
れ
な
か
っ

た
が
、
償
金
の
内
地
収
寄
の
鮪
か
ら
一
五
へ
ば
寧
ろ
最
も
大
な
る
役
割
を
果
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
日
本
銀
行
が
政

府
銀
行
よ
り
次
第
に
民
間
銀
行
中
の
銀
行
と
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
に
於
い
て
は
と
色
か
〈
、
明
治
中
期
に
於
い
て

田
本
に
於
げ
る
金
鴛
替
本
位
制
の
濫
勝

第
四
十
一
巻

第
五
披

九

七
一
七

明治財政史第二巻 pp.5ν8 
明治財政克第二谷 pp.白02-608
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日
本
に
於
げ
る
金
傍
替
本
位
制
の
濫
筋

第
四
十
一
巻

七
一
八

第
五
時
抗

一
二

O

日
本
銀
行
が
政
府
銀
行
た
る
の
色
彩
が
比
較
的
濃
厚
で
あ
り
、
金
本
位
制
は
政
府
が
計
査
し
宜
施
せ
ん
と
せ
る
も

の
な
る
に
於
い
て
.
金
魚
替
本
枕
制
に
よ
る
党
換
券
夜
行
が
こ
の
民
間
貸
付
よ
ち
か
の
政
府
貸
付
に
重
黙
を
置
い

た
こ
と
は
蓋
し
共
の
常
然
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

輔
、
、
士
四

d
J

も
嘩
叩

言

以
上
之
を
要
す
あ
仁
、

L
E
、1
1
7
1
H
M
E
l
-、
:
-
1
4
3
l
r
I
t
J
h
H
L
H
Tぺ
h
f
J
H
J
H吋
ノ

'
-
R
Z
L
I
-
-
ρ
-
E
刊

Z
じ
町
討
司
君

t
方

L

マ
E
ヰ
カ
!
行
E
2
E
n
f
A
7
1
1
J
寸
F

位
対
L

中
毒

4
4
1斗

L

ん
と
し
て
余
本
位
制
の
一
形
式
た
る
金
魚
替
本
位
制
を
採
用
せ
る
の
事
賞
を
説
明
し
、
更
に
叉
そ
の
事
責
は
如
何

な
る
形
式
を
以
っ
て
行
は
れ
に
か
智
明
か
に
し
仁
。
つ
ま
り
日
本
の
金
魚
替
本
牧
制
の
滋
梅
は
日
本
が
銀
本
位
制

よ
り
金
本
位
制
に
移
ら
ん
と
す
る
そ
の
過
程
に
於
い
て
夜
行
準
備
を
在
外
政
府
資
金
た
る
償
金
受
取
英
貨
を
以
つ

て
賄
つ
七
事
貨
に
基
因
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
だ
め
日
本
銀
行
は
倫
敦
に
於
け
る
代
理
居
即
ち
検
演
正
金
銀
行
支
庖
と
連
絡
し
、
政
府
が
倫
敦
に
於
い

て
受
取
れ
る
償
金
の
一
部
を
日
本
銀
行
と
の
問
に
或
は
預
け
合
勘
定
に
於
い
で
、
叉
或
は
預
け
入
勘
定
に
於
い
て

日
本
銀
行
を
し
て
運
用
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
邸
ち
預
け
A
口
勘
定
に
於
い
て
は
原
則
的
に
は
政
府
が
倫
敦
に
貯

臓
せ
る
英
貨
を
そ
の
ま
ま
日
本
銀
行
に
預
け
入
れ
た
る
も
の
を
以
っ
て
準
備
と
し
日
本
に
於
い
て
党
換
券
を
議
行

し
以
つ
で
之
を
政
府
に
貸
付
け
た
も
の
で
あ
る

3

更
に
預
け
入
勘
定
に
於
い
て
は
一
定
期
間
一
定
利
率
を
以
っ
て

一
定
金
額
の
倫
敦
保
有
英
貨
を
日
本
銀
行
に
寄
託
し
、
同
行
は
之
を
英
蘭
銀
行
に
預
け
入
れ
之
h
z
ば
義
行
準
備
と



し
て
日
本
に
於
い
て
党
換
券
を
殺
行
し
、
之
を
貸
付
け
た
ち
の
で
あ
る
。
併
し
こ
の
預
け
合
叉
は
預
け
入
に
於
け

る
政
府
所
有
の
英
貨
償
金
は
そ
の
期
間
の
到
来
に
於
い
て
何
れ
も
之
含
償
還
し
て
居

h
、
日
本
銀
行
は
金
本
位
制

樹
立
の
過
程
に
於
い
て
金
魚
替
本
位
制
形
式
に
よ
っ
て
政
府
所
有
英
貨
を
在
外
正
貨
t

と
し
て
運
用
し
、
之
を
党
換

準
備
と
せ
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
い
て
明
治
二
十
七
八
年
戟
役
賠
償
金
が
日
本
金
本
位
制
の
樹
立
に
著

し
い
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
が
で
き
る
。
尤
も
こ
の
在
外
正
貨
た
る
償
金
の
債
値
は
金
魚
替
と
し
て
の

運
用
に
よ
る
金
魚
替
本
佼
制
確
立
へ
の
寄
奥
の
外
に
一
国
銀
貨
引
換
に
よ
る
金
貨
準
備
構
成
に
於
け
る
役
割
色
亦

無
胡
し
得
な
い
c

此
種
の
担
外
正
貨
の
運
用
印
ち
金
魚
鉢
本
佼
制
形
式
の
採
用
は
一
方
そ
の
通
貨
膨
脹
を
遁
じ
て
戦
後
の
恐
怖
佐

附

w
t
m
せ
し
め
に
が
.
他
方
吏
い
之
に
よ
り
紙
後
mw
金
融
恐
慌
安
定
手
殴
ド
ま
で
利
用
3
れ
た
こ
E

ど
は
世
田
す
べ
き

射
で
あ
ら
う
。
自
ら
そ
の
起
因
を
つ
〈
り
自
ら
そ
の
安
定
を
は
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
か
ら
見
れ
ば
一
見
問
題
は
な

い
や
う
で
あ
る
が
、
前
後
数
年
間
に
亘
っ
て
日
本
経
捕
併
を
浮
動
的
扶
態
に
置
い
立
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
考
ふ

ペ
き
問
題
を
残
し
た
わ
け
で
あ
る
。

最
後
に
一
言
し
た
い
こ
と
は
己
に
述
べ
た
る
が
ご
と
〈
金
品
川
務
本
位
制
の
成
立
及
び
運
用
に
は
原
則
と
し
て
そ

の
採
用
闘
の
針
外
バ
ラ
ン
ス
の
優
位
叉
は
均
衡
が
必
要
で
あ
る
左
い
は
れ
て
ゐ
る
こ
左
で
あ
る
。
併
し
日
本
が
日

清
職
役
後
営
分
運
用
せ
る
金
魚
替
本
位
制
は
か
〈
の
ご
と
き
本
来
的
金
魚
替
本
位
制
の
特
性
に
某
け
る
も
の
で
は

な
く
、
金
本
位
制
中
の
余
貨
本
位
制
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
の
過
程
に
於
い
て
償
金
を
利
用
せ
る
も
の
仁
過
ぎ
な
い
。

日
本
に
於
げ
る
金
信
替
本
位
制
の
濫
甥

第
四
十
一
巻

七
一
九

第
五
競

30) 明治財政史第十一巻 p・913以下
31) lcard: Gold .Exchan邑e-St-au("lard， p[)， 16I-.162・



日
本
に
於
げ
る
金
傍
替
本
位
制
の
濫
筋

第
四
十
一
巻

七

O 

第
五
時
抗

一一
一

或
は
銀
債
格
下
落
の
影
響
を
避
け
又
は
金
利
の
追
及
を
求
め
た
貼
に
於
い
て
営
時
東
洋
又
は
欧
米
に
行
は
れ
た
金

魚
替
本
位
制
の
要
求
せ
る
一
一
般
傑
件
と
必
す
し
も
事
離
し
て
ゐ
る
と
は
思
は
れ
な
い
が
、
併
し
日
本
の
営
時
に
於

け
る
封
外
バ
-
フ
シ
ス
が
日
本
産
業
殺
展
の
基
礎
建
設
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
連
年
入
超
を
示
し
て
ゐ

だ
こ
と
よ
り
し
て
、
上
述
せ
る
余
峰
崎
坤
鈴
木
位
制
成
立
の
根
本
た
る
償
金
の
利
用
は
一
一
般
東
洋
諸
問
に
於
け
る
金
魚

替
本
佼
制
に
封
し
て
は
-
の
例
外
で
め
る
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

出
向
ほ
こ
の
期
間
に
於
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

日
本
は
営
時
朝
鮮
も
蚕
簡
の
組
掛
を
支
配
す
る
に
至
つ
に
め

で
あ
る
が
、
朝
鮮
に
於
い
て
金
魚
替
本
位
制
運
用
の
基
礎
が
据
え
ら
れ
た
に
も
拘
ら
や
牽
揮
に
於
い
て
は
途
に
そ

の
こ
と
が
な
か
つ
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
日
本
経
掛
カ
の
後
展
が
朝
鮮
に
向
っ
た
と
き
、
そ
は
朝
鮮
の
貨

幣
制
hr-
合
魚
替
本
位
制
に
決
定
し
な
が
ら

l
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
舎
に
述
べ
る
そ
ド
墨
漕
に
向
け
ら
れ
に

と
き
何
が
故
に
会
魚
替
本
位
制
を
生
ぜ
し
め
な
か
っ
た
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
鞘
に
つ
い
て
の
私
見
の
支
配

的
重
賄
は
、
そ
の
蛭
漕
力
浸
潤
過
程
の
相
違
に
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
朝
鮮
及
び
牽
濁
は
日
本
勢
力
侵

潤
前
そ
の
貨
幣
制
は
共
に
素
鈍
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
雨
者
の
針
日
貿
易
決
済
闘
係
に
は
著
し
い
相
違
が

め
り
、
朝
鮮
に
於
い
て
は
日
本
の
諸
銀
行
は
早
く
か
ら
こ
こ
に
活
動
し
、
日
本
通
貨
は
ま
だ
早
〈
か
ら
そ
の
海
闘

既
支
抑
手
段
と
し
て
流
通
し
て
ゐ
七
こ
と
な
ど
の
特
種
的
経
済
闘
係
が
自
ら
こ
の
問
題
の
決
定
に
支
配
的
な
影
響

を
奥
へ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
之
に
劃
し
て
牽
漕
に
於
い
て
こ
の
こ
と
な
き
は
そ
こ
で
の
貨
幣
制
度
は

単
純
に
之
を
本
園
と
同
一
主
義
に
よ
ら
し
め
ん
と
し
た
た
め
で
あ
ら
う
。

童海銀行に於げる俊券制度に於いては日本銀行券fL2:を保詮準備に用ひら
れるがごと〈規定されでゐる。
朝鮮銀行:鮮満十年経済真，蓋海銀行:主著書華銀行二十五年奥参!!者

32) 

33) 



本
来
日
本
の
封
外
経
済
に
謂
は
ゆ
る
北
方
政
策
と
南
方
政
策
と
が
め
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
つ
此
の
雨

者
中
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
北
方
政
策
が
極
め
て
寅
質
的
に
展
開
し
つ
〉
あ
る
に
封
し
、
南
方
政
策
は
比
較
的

に
謂
っ
て
其
の
賞
質
的
殻
果
が
低
い
左
い
ふ
戚
を
催
3
し
め
る
こ
と
は
、
如
何
な
る
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う

か
。
こ
の
こ
と
は
日
本
経
揮
の
殺
展
じ
就
い
て
忽
に
す
べ
か
ら

5
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
私
は
こ
の
鮪
に
つ
い

で
朝
鮮
銀
行
が
金
魚
替
本
位
制
の
運
用
に
よ
っ
て
極
め
て
強
力
性
を
有
す
る
接
展
を
な
し
得
る
に
卦
し
、
蚕
種
銀

行
に
於
い
て
は
金
銭
替
本
位
制
が
行
は
れ

e

さ
る
こ
と
が
貫
質
的
展
開
に
充
分
な
結
果
を
賢
し
得
な
い
の
で
は
な
ド

か
と
考
へ
る
の

日
本
間
銀
が
南
方
諸
地
匝
に
進
出
せ
る
こ

E
は
己
に
業
に
古
き
こ
主
で
あ
る
。
然
る
に
今
日
其
の

後
が
績
か
な
い
。
そ
れ
で
上
誠
一
サ
る
乙
と
が
か
〉
る
結
果
を
惹
超
せ
る
所
以
の
も
の
で
な
い
か
と
い
ふ
こ
と
を
ひ

:

・

〉

--r作

E
b
L
d
h
'
:》
'
ヨ
u
a
-
ド

、

o

zJ刀
仁
努
ゎ
K
A
C
Z
を
梨
・
ー
に
も

要
す
る
に
日
本
金
本
位
制
樹
立
の
見
地
か
ら
見
て
、

日
本
一
か
外
資
に
よ
る
を
避
け
償
金
に
よ
っ
て
之
を
設
定
し

鋭
意
日
本
経
済
力
の
殺
展
を
閏
り
そ
の
展
開
速
度
の
迅
速
か
よ
く
荊
芽
期
に
於
け
る
日
本
資
本
主
義
を
し
て
貸
付

園
資
本
支
配
の
機
舎
を
免
れ
し
め
、
金
本
位
制
樹
立
の
目
的
を
珪
せ
し
め
得
た
こ
と
は
、
正
に
そ
の
一
大
特
性
で

あ
る
と
い
ふ
べ
き
で
あ
石
。
此
勤
は
日
本
経
済
の
最
逗
第
十
九
世
紀
末
よ
り
第
二
十
世
紀
拾
に
亘
る
毅
展
を
硯
究

す
る
・
も
の
に
と
っ
て
は
恐
ら
く
否
定
し
得
な
い
特
質
で
あ
ら
う
。

日
本
に
於
げ
る
金
魚
替
木
位
制
の
濫
筋

第
凶
十
一
巻

七

第
五
務

一一


